別記様式第８号（第12条関係）
審　査　結　果　報　告　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　教員人事委員会委員長　殿

　　　　　　　　　　　　【○○校（採用・昇任・大学院担当）候補者】教員審査委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　　　　　　　　　　　　　　　　　委　員                          

　　　　　　　　　　　　　　　　　委　員                          　　　　　委　員                          
　　　　　　　　　　　　　　　　　
委　員                          　　　　専門分野意見書作成者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○大学教授　　○　○　○　○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○大学教授  　○　○　○　○
                                                                            ※（専門員　　　○○校　○○○○）

	１．採用・昇任・大学院資格審査の別
	

	２．就任予定職名等
	 所属：（キャンパス等名）
	　職名：

	３．就任等予定年月日
	

	４．所属講座等
	学部
	　　　　　　　講座（専攻）
	大学院
	        専攻　　　　　　　　専修

	
	
	 専門分野：
	
	 専門分野：

	５．担当予定授業科目
	学部
	
	大学院
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



	６．候補者に係る事項

	順    位
	１
	２
	３
	４

	ふ り が な
氏　　　 名
	

	
	
	

	生年月日（年齢）
	年　月　日（　歳）
	
	
	

	現 職 名
	
（　年　月　日就任）
	

	

	


	現大学院担当資格
	
（　年　月　日担当）
	
	
	

	最終学歴
	
（　年　月　日　　）
	

	

	


	学    位
	
（　年　月　日修得）
	

	

	


	所属学会
	
	
	
	

	著書・学術論文
作品等
	 著書　　　　　　　編
 学術論文　　　　　編
 （レフリー論文　　編）
 その他        　  編
	
	
	

	大学院資格審査判定
	
	
	
	

	就任予定職名
	
	
	
	

	教員選考基準適用条項
	第　条第　号
	
	
	

	７．審査経過等の概要
　（１）応募の状況
　（２）教員審査委員会の開催状況
　（３）面接の状況
　（４）投票の結果
　（５）候補者の順位に係る事項

	８．審査結果（評価項目について所見を明示すること。）

	　（研究上の業績）


	　（職務等に関する実績）


	　（その他教員審査委員会が必要とする項目）


	　（総合評価）




記載上の留意事項
１．報告にあたり，教員審査委員会委員長名については自署とすること。
２．「現大学院担当資格」欄について，教職大学院の担当資格を有する場合には「教職大学院」と記載すること。
３．大学院担当教員候補者の資格審査の判定は，次の評語をもって行う。
　(1) 高度教職実践専攻の場合
担当について適格と判定した場合は「可」とし，不適格と判定した場合は「不可」とする。
　(2) 学校臨床心理専攻の場合
　　 ア 研究指導及び講義担当について適格と判定した場合は「研究指導教員」とする。
　　 イ 研究指導補助及び講義担当について適格と判定した場合は「研究指導補助教員」とする。
　　 ウ 前2号において不適格と判定した場合は「不可」とする。
